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1 はじめに 
文部科学省が、住居学の一分野として、大学
での講座及び科目に地域居住学を認めてから20
年が経過した。当時は、都市計画や農村計画と
いう言葉に比べると地域計画という言葉は目立た
なかった。地域居住学は、コミュニティ計画の側面
が強く、いかに住み心地のよいまちをつくりあげて
いくかを考える分野である。住居学では、住宅とい
うハ ドーと、住まい方というソフトの両面からのアプ
ロー チがあり、その中で、まち全体の居住性を検討
していくのが地域居住学の方向性といえる。
住居学は家政学（Home Economics）の一領
域であり、消費者と販売者の立場から、商品とサー
ビスや家計について学ぶことは、地域居住教育上、
重要な視点である。本学では、住居学への理解
を深めつつ、職業的レリバンスを高めるために有
効な、公益社団法人商業施設技術団体連合会
の商業施設士補養成校のカリキュラム認定を受
けていた。平成19年度家政科生活科学専攻卒
業生12名、平成20年度～22年度総合文化学科
生活文化デザイン系卒業生51名、平成23年度
文化資源学系商業空間デザインコー スの卒業生
10名の計73名が卒業時に商業施設士補（コマー
シャルスペ スーデザイナー）の資格を取得している。
卒業後に、さらに上位資格である商業施設士を
取得した者もいる。　
ここでは、島根県内における地域共生に関する
実践として、地域居住学の教育事例の一つであ
る行政の商店街と学生との産官学連携による事
業参画の結果について報告する。
2 事業実施状況  
1）大学生チャレンジショップ事業
この事業は、平成21年7月に施行され、松江市
都市計画部まちづくり推進課の管轄である。事業
目的は、第一条の中に「中心市街地内において、
大学生の活動の場を提供し、大学生の積極的な
社会参加と地域の人 と々のより一層の交流を図り、
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もって中心市街地の活性化、魅力あるまちづくり
を図る」とある。具体的な事業内容は、松江市殿
町商店街の中にある株式会社山陰中央新報社
所有の「殿町ギャラリー 」を松江市が借り上げ、島
根大学、島根県立大学、松江高等工業専門学
校の学生が、店舗賃貸料の負担なく店舗運営に
挑戦できる。松江市の本事業に関するポスター の
コピー は「ただでアピー ル」とあり、まちなかでの展
示や販売に取り組むことで自分の力を試したい学
生を応援するという主旨であった。
2）事業実施概要
（1）平成21年度事業
店舗名「eco」ショップ、テーマは「～地球を暖々
からだんだんへ～」と、地球を温暖化から守り、地
球に感謝しようという意味を込め、学生達の意志
で決めていた。当時、松江市では、平成22年4月
からのスー パー マー ケットでのレジ袋有料化が決まっ
ており、エコバッグや環境に配慮したものに消費
者のニー ズがあると考えた。その一方で、「eco」に
偏り過ぎないようにバランスの取れた商品構成を
検討していた。
商業施設士補資格取得を目指す学生達の学
習目標として、教員側からは、①店舗空間のディス
プレイと展示技術の習得、②商品販売のためのモ
ノづくりの技術習得、③消費者行動と顧客満足
への理解とマネジメント能力の育成、④チ ムーとし
て結果を出す連携力の獲得を提示した。
実施日時は、平成22年3月4日（木）に会場準備、
5日（金）10:00～18:00及び6日（土）10:00～16:30
に店舗営業を行った。参加学生は、総合文化学
科生活文化デザイン系1年生32名による7班体制
で、アイロンプリント班、販売促進班、商品・作品
展示班、販売・接客班、会計班、搬入搬出物品
管理班、文書・写真記録班に分かれて、それぞれ
の職務を果たした。
準備は2/17に第一回全体会議を開き、各班別
に一週間の活動を経て、2/23に第二回全体会
議、3/2に第三回全体会議を開いた。
来場者は一日目74名、二日目86名の計160名
であった。商品購入者数は、一日目38名、二日目
36名の計74名であった。
販売商品は、次のように手作りの物を中心に準
備した。実習科目「生活リノベーション」で学習し
た着古したスカー トやブラウスを使ってミシンで作っ
たエコバッグ、演習科目「住居プレゼンテ シーョン」
での学習内容を踏まえ、本学マルチメディア演習
室内にインストー ルされている描画ソフト（Illustrator）
を用い、各自がデザインした図案をアイロンプリン
トしたエコバッグ、自転車のかご用バッグ、就学支
援グッズとしてのコップ入れや、弁当入れ、上履き
入れ、髪飾りのシュシュなどである。加えて、フリー
マーケットコー ナーを設け、古着販売コー ナ もー設
置した。
また、保健所の許可を得て、来客者に喫茶コー
ナーで茶菓を提供した。飲食者数は22名であっ
た。
（2）平成22年度事業
店舗名は「ちゃれんじ☆しょっぷ」、テー マは、「お
うちでプチリサイクル～手造りでぬくもりを感じる」
を掲げた。
実施日時は、平成23年3月18日（金）に会場準
備、店舗営業を19日（土）、20日（日）に行った。営
業時間は10:00～17:00である。参加学生は、総
合文化学科文化資源学系商業空間デザインコー
ス1年生14名である。一日目は強風、二日目は大
雨という悪天候にみまわれた。商品の購入者は
二日間で38名であった。
実習科目「環境資源リノベーション」を踏まえ、
事前に作ったリサイクル商品は、廃油キャンドル、
古布ポーチ、牛乳パック活用葉書等である。また、
来客者が自宅で気軽にプチリサイクルに取り組め
ることを願って配布プリントも併せて準備してい
た。それ以外にも、小物入れ、かばん、コー スター 、
上履き入れ、ティッシュカバー、シュシュ、ブックカ
バー、ランチョンマット等を作り販売した。
さらに、「殿町ギャラリー 」のギャラリー 部分を生
かして、実習科目「3Dプレゼンテ シーョン」で作成
した3DCADによるホテルの室内インテリアプラン
の作品パネルの展示も行った。
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加えて、新しい試みとして「簡単に作れるシュ
シュ講座」を企画及び開催した。
3 来客者の特徴 
1）来店時の様子
キャンドルを停電の被災地に居住する娘へのプ
レゼントに購入して下さった方や、商品ではなくディ
スプレイの装飾物の折り方に興味を持たれ、方法
を学生に尋ねた方がいた。短大生が営業してい
るとわかると、店舗内を丁寧にご覧になる方が多く、
足早に帰られる方はあまり見られなかった。また、
学生達の店舗運営に興味を持たれ、商品につい
ての話題の他に、この事業に関する活動について
の会話がなされていた。殿町商店街の路上での
チラシ配りや、通りでの呼び込みの声がけに反応
して下さり来店された方もいる。
2）来客者へのアンケー ト結果
平成21年度事業では、来客者のうち協力を得
られた23名にアンケ トー調査を実施した。調査対
象者の属性は、性別については、男性2名、女性
19名、不明2名、年代は10代6名、20代2名、30
代2名、40代4名、50代0名、60代5名、70代3名、
不明1名と幅広い世代から回答が得られた。松
江市在住者が18名、出雲市4名、不明1名であっ
た。チャレンジショップの開店を知った媒体につ
いては、ポスター 0名、新聞10名、家族・知人11名、
その他4名であった。
来客者のアンケ トー項目で、自由記述欄の抜粋
は次の通りである。まず、学生の対応に関するもの
としては、「明るくて大変良い。商店街に活気が出
ますね」、「笑顔が良かったです」、「とても爽やか
で元気が良くていいと思います」、「商品の説明が
丁寧だった」、「みなさん気持ち良く対応しておら
れたが、人数が多すぎて少し押され気味だった」
等、好印象を受けた回答が多く見られた。
次に、チャレンジショップ事業の企画について
の感想としては、「みんなで制作するのが学生らし
くてとてもいいと思います。スタッフも楽しそうでいい
雰囲気でした」、「エコ活動とても大事なことです。
良い企画だと思います」、「学生さんの手造りの作
品は温かみがあります。若いときにいろいろと学ん
でほしいです。忘れませんから」、「生きた社会勉
強ができる良い機会だと思います。今後も続けて
いただきたい」と、現時点よりも今後を見据えたコ
メントが多くあった。
他に気付いた点に関する記述では「もっと人を
集める努力を。せっかくの企画がもったいないし、
特に子供向けの商品はもう少しかわいらしい布を
選んだりした方がいいと思います」、「何かひとつで
もいいから、買いたくなるようなものを工夫してほし
い。エコバッグももっと工夫が必要である。それに
は主婦のアンケ トーも大切」、「袋は厚めの布で、
色は濃いものが良い」などの助言や提案と、「お揃
いのポロシャツ、ディスプレイが素敵でした」、「お茶
のサ ビースに嬉しく思いました」等の学生が喜ぶ
感想が寄せられていた。
4 学生の能力伸張 
1）学生自身の反省
平成21年度事業の店舗準備日の反省としてあ
げられていたのは、「チェックリストに不備があると
いうアクシデントがあったが、少しの修正で治せる
程度だったので上手く対応できた」、「班員だけで
なく全体で協力して取り組んだのでスムー ズに行う
ことができた」、「レジのシミュレーション練習を会
計班のメンバーだけでやったので、その他のレジ
担当の人にもマニュアルを教える必要がある。明
日もシミュレ シーョン通りにできるようにしたい」、「明
日は、お客様が入店しやすい雰囲気づくりを振る
舞いの点から心がけたいと思う」など、作業の振り
返りに加え、翌日への意気込みに関する記述が見
られた。
店舗営業一日目の反省では、明日はこうしようと
いう内容が多く、少なくとも2営業日の開店があっ
てこそ、反省点を生かす機会と、よりよい店舗営業
を行うことができるという効果が得られることが示
唆された。具体的には、「接客の難しさを知った。
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明日は自分から声をかけていきたいと思う」、「明日
は休日なので、たくさんの人に来ていただけるよう
にビラ配りや積極的な呼びかけをすることが重要
になると思う」、「明日はカフェをもう少しすすめられ
れば良いと思う」のように、改善を目指す反省が
多かった。
店舗営業二日目の反省については、こうすれ
ば良かったという後悔の記述と、良い面に関する
肯定的な記述が見られた。悔やむ記述としては、
「緊張してなかなか声をかけられなかった」、「フ
リー マーケットの壁でカフェが隠れていたせいか、
カフェにお客様が余り来られなかったように思う。
勧誘などをしっかりすべきだった」があった。満足
感のある記述としては、「丁寧に接客をすれば、お
客様の購買意欲を高めることができると解った」、
「最後の搬出を問題なく終えることができた」など
が見られた。
2）学生の感想
学生の感想の一部を紹介すると、「自分たちで
お店を出すということは、楽なことではありませんで
したが、接客の仕方や、どうすれば商品を買って
いただけるかなど、いろいろと工夫することは勉強
になりました。これから就職していく上での参考に
したいです」（アイロンプリント班）、「なかなかお客
様が来られず、最初は戸惑いましたが、自分から
呼びかけをすることで、たくさんの人が足を運んで
下さいました。買っていただけなくても、商品を見
ていただけるだけで、とても嬉しかったです。新聞
などを見て、このショップを知ってくださったお客
様がおられたこともとても嬉しかったです」（販売
促進班）、「物品管理のための本を作成したので、
商品が増える度にその本に印しをつけていくことが
嬉しかったです。また、自分が接客した商品を買っ
て下さるのが嬉しかったです」（搬入搬出物品管
理班）、「4日の準備では、店のレイアウトが少し不
安でしたが、みんなにアイデアを出してもらうことで
良いレイアウトになりました。接客や呼び込みもし
たのですが、商業高校での経験が生かせて良かっ
たです。お客様にアドバイスしたり、商品の説明を
したりなど役立つことができ、達成感が得られまし
た」（商品・作品展示班）、「お店を運営するため
の準備や仕事が、こんなに大変だとは思いません
でした。お客様が来店してくださったり、商品を手
にとって下さり、購入してくださることが、こんなに嬉
しいと感じたのは、今までの準備をみんなで頑張っ
てきたからだと思いました」（文書・写真記録班）、
「準備の取りかかりが遅れましたが、予定通りに
進められたので良かったです。5日は10時になって
すぐからお客様が来られて驚きましたが、レジのみ
んながシミュレ シーョン通りに動けていたので良かっ
たです」（会計班）、「あまり積極的にお客様と会
話することができなくて、満足してもらえたかどうか
不安ですが、いい経験ができたと思います。自分
が作ったものが売れたと知ったときは、とても嬉しくて、
苦労した甲斐があったと思いました」（販売・接客
班）、他にも、今回の苦労を肯定的に捉え、達成
感が得られた感想が多く見られた。
3）ボランティア意識の醸成
平成22年度事業は、3月11日に発生した東北
地方太平洋沖地震（後に東日本大震災と呼ばれ
る）の直後であったため、学生達が自発的に売上
げの一部を被災地への寄付することを決め、販
売促進のためのポスター にもその旨を記載していた。
中学校や高校時代にお膳立てされたボランティア
活動への参加経験がある者もいるが、自分たち自
身で考え行動するボランティア活動を実践する機
会となった。
5 地域居住教育上の効果 
1）時間軸
一年次の春休みにこの事業を実施したことは、
一年間の授業で身に付けた技術や知識を発揮
する格好の場となった。近年、大学では通年科目
が減少しており、夏休みの課題を出しにくくなって
いる。春休みに至っては、科目毎の課題というの
は難しく、各大学の学科やコースなどの単位で、
課題を検討すれば実施が可能と思われる。一年
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次から二年次へのトランジションとして、本事業は
学生同士の絆が深まり、学外での学問修得の機
会として機能したと考えられる。例えば、平成22年
度事業から半年後の大学祭では、ゼミの垣根を
越え協働で出店を計画し、一年次よりも販売技術
の向上も見られた。また、卒業研究のテーマに商
品の材料や、店舗やディスプレイと関連性の高い
テーマを選ぶ学生が、この2カ年に特に多く見られ
たのは、この事業への参加による影響が少なから
ずあったと考えられる。
この事業に関する活動期間に限定すると、班別
の作業スケジュー ル表を作成し、タイムマネジメント
も上達し、その中に、「他の班を手伝う」という時
間帯を設けた班があり協力姿勢が見られた。時
間は自分だけのものではないということを自然に会
得していた。
また、今回の事業では、松江市側から、発生し
たゴミは持ち帰るように指導が為されていたことも
あり、後片付けまで完了してから店舗営業が終わ
るという自覚を持って行動していた。近年、授業
で使用した教室の照明が点灯したまま、他にも出
入り口が開けっ放しのように、他人事の教室使用
が目立つ中で、後片付けについて習得できる貴重
な場となった。
2）地域空間軸
事業実施場所と本学とは約4km離れており、自
転車、バス、JR、自家用車のいずれかにより移動
し易い場所にあったことが幸いしている。学生の
課外活動では、移動手段の経費や所要時間の
問題があり、移動時間30分圏内であったことも、こ
の事業参加が可能だった理由の一つである。
また、講義科目「住生活学」の中で、市街地活
性化法や大店立地法、都市計画法など、まちづく
りに関する法律を学んだ知識を、その時点では全
国的な制度で、身近なものとは捉えにくいが、今回
の事業参画により、店舗営業とは何か、商店街の
活性化について実地で確かめる場となった。例え
ば、雨天時の歩行者量の少なさや、集客の難しさ、
駐車場の問題など、座学の講義だけでは理解し
にくい事柄について実践を通して学ぶことができた。
3）行政軸
普段学生が、行政と接する機会はあまりないが、
今回は、市役所の担当者や、保健所とのやりとり
を経験することができ、手続き書類の書き方や電
話応対に悩みながら取り組む等、社会の仕組み
の一端に触れることができた。また、制度を運用
するに当たっては、細かいル ルーが定められてお
り、それを遵守する必要があることも次第に理解し、
学生同士の会議で、正確な伝達を心がけている
様子が見られた。　
また、行政側が、一般人の出店に比べ、諸手
続を簡素化し、多くの事柄を許容し、体験の場を
提供することにより、学生は店舗営業に負担が少
なく取り組むことができる地域居住教育上有益な
事業を施行された。
これまでに、行政及び行政の外郭団体等では、
大学生のために、インター ンシップ（就業体験）の
受け容れをしている。比較すると、本事業の場合
は運営主体が学生にあることで、働かせていただ
く経験ではなく、働く内容を企画運営実施と一貫
して経験できた点が、大きな違いといえる。
4）民間企業軸
通常の出店の場合は、商業施設の建設費また
は、賃貸料が発生する。また、各種機器使用によ
る光熱費もかかる。それらの施設と使用にかかる
費用を、松江市及び山陰中央新報社の負担に
依存し、学生達の金銭的負担が無かったことが
非常に大きい。
また、山陰中央新報社の厚意により、営業準
備日に取材があり、翌朝の新聞記事への掲載が
あった。学生は、自分たちが取材対象に選ばれ、
形になったという喜びがあった。さらに、紙面掲載
の効果として、集客増に繋がった。民間企業の中
でもマスコミ業界の支援が得られたことの波及効
果は大きく、テレビで店舗営業の告知をしていた
だき、ミニコミ紙にも掲載されるなど、マスメディアの
威力と価値を学生達は実感する機会となった。
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さらに、今回の実施店舗である「殿町ギャラ
リー 」のある殿町商店街の皆様方が、学生達に
温かく優しく接して下さったことが、改めて学生達
の頑張ろうという気持ちに繋がる様子が見て取れ
た。これらは、学内での授業では、なかなか得ら
れにくい、自分たちが地域を構成する一員だと意
識する場面となった。
平成22年度事業後の実習科目「住居設計製
図Ⅱ（鋼構造）」では、商店街の模型制作に取り
組んだ。各自が鉄骨造の一店舗を想定担当し、
その集積が商店街となる課題を初めて実施した。
殿町商店街での活動経験が生かされ、商店街に
対する学生間のイメー ジ共有が図られていたため、
個性と協調性の両方を検討したプランを考えてい
た。
5）住民軸
マスメディアの告知の影響もあり、見ず知らずの
方が興味を持って来店された。前述のアンケ トー
結果にもあるように、多様な世代の来客があった。
特に、高齢者への接客の様子を見ると、学生達
は福祉住環境コーディネーター検定試験合格者
が多く含まれることを生かし、相手の立場や身体
状況を察して応対しようとしていた。
平成22年度事業では、学生がツイッター上で
開店を書き込み、拡散希望をするという新たな集
客方法を試みていた。
また、学生達の保護者も来店し、本学では実施
していない授業参観代わりの場にもなった。保護
者の中には、自分の子供が、どのような仲間とどの
ような雰囲気の中にいるのかを知れたことを喜ん
でいる旨を教員に話して下さった方もいた。
6 まとめ 
前述の本事業に参加するにあたり示した商業
施設士補資格取得を目指す学生達の学習目標
の達成については次の通りである。
第一目標の「店舗空間のディスプレイと展示技
術の習得」については、事前に渡された設計図
と、実店舗見学を踏まえた上で、来客者の動線を
考えてレイアウトを検討した。壁に穴が空けられな
い、既存の棚や机を活用する等、様 な々制約が
ある中、ピクチャー レ ルーに針金を通してエコバッ
グを吊す工夫をしていた。また、ポップ作りやテー
ブルセッティングでは、事業の半年前に行った大
学祭での授業作品展示を応用したディスプレイも
見られた。また、音源を持参し、BGM演出も行っ
ていた。
第二目標の「商品販売のためのモノづくりの技
術習得」については、もともと手芸が得意な学生も
いたが、そうではない学生も教わりながら作る様子
が見られた。技術力の高い商品は、すぐ売り切れ
ていた。誰か一人の技術は、他の学生へ伝授さ
れていくことで、全体の技術習得が図られていた。
商品の包装についても考えており、使用しなく
なった紙袋を持参しあい活用していた。不足分は
不織布にミシンをかけレジ袋を作っていた。環境
への配慮を考えると、あまりよい方法とは言えない
が、あり合わせのものを用いて、自分たちの発想
で作り出そうとしていた。
第三目標の「消費者行動と顧客満足への理解
とマネジメント能力の育成」については、商品を購
入した理由の来客者からのコメントによると「価格
とデザイン」、「機能性とデザインと値段」、「色柄、
使い勝手が良さそう」、「可愛かった」などがあり、
商品に満足すると購入に結びつくことが、学生自
身理解できた。また、マネジメント能力については、
前述のように、時間の管理、商品の管理、金銭の
管理、人員の管理、サ ビースの管理のいずれも問
題が発生せず、有効に機能していた。
第四目標の「チ ムーとして結果を出す連携力の
獲得」については、リー ダー が独走するのではなく、
周囲が協力する姿勢が見られた。また、周囲の足
を引っ張る班も無く、どの班も責任を持って活動
に邁進していた。自分一人ではできないことも、協
力し合えば成し遂げられることで、自分の自信に
なった学生もいる。事業後の就職活動の履歴書
に、本事業でのチ ムー連携の成果に関する内容
をアピー ルした者もいる。
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地域居住教育として、今回、店舗というハ ドーと、
販売というソフト面から、中心市街地活性化に向
けた活動に参画する機会を活用できたことは有
意義であった。販売商品を作る部分では、多くの
授業科目での学習内容を反映し、復習と発展課
題に取り組んだとみなせる。また、学外の人とのや
りとりを通して、学生は地域住民の方との共生に
ついて実践を通して理解を深めることができた。
近年大学のFDでは「TeachingからLearning
へ」という潮流があり、「教員が何を教えたかより
も、学生が何を学んだか」に重点が置かれている。
大学生チャレンジショップ事業は、学生自身が主
体的に学び取る部分が多く、地域居住教育のみ
ならずＦＤ活動の面からも有効と言える。
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